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奈
良
原 

一
高 - 

写
真
と
書
物
の
探
求
に
向
け
て 

　
《
写
真
展
「
王
国 - Dom

ains

」
に
寄
せ
て
》 

　
国
立
近
代
美
術
館
開
催
（2014.11.18

〜2015.3.1

）
の
奈
良
原
一
高
の

写
真
展
「
王
国  - Dom

ains
」
を
見
た
。
こ
の
「
王
国 -Dom

ains

」

（1956-1958

年 

撮
影
）
シ
リー
ズ
は
、
「
人
間
の
土
地
」
（1954-1957

年 

撮
影
）
シ
リー

ズ
と
並
ん
で
、
そ
の
鮮
烈
且
つ
画
期
的
な
写
真
表
現
に
よ

り
、
戦
後
日
本
の
写
真
界
に
大
き
な
衝
撃
と
共
に
登
場
し
て
き
た
奈
良
原

氏
初
期
の
作
品
シ
リー

ズ
で
あ
る
。 

　
今
回
の
写
真
展
は
、1978

年
発
表
の
写
真
集
に
お
け
る
二
部
構
成
に

基
づ
い
て
お
り
、
第
一
部
が
「
沈
黙
の
園
」
と
題
す
る
北
海
道
の
ト
ラ
ピ

ス
ト
修
道
院
を
舞
台
と
し
た
作
品
、
第
二
部
が
「
壁
の
中
」
と
題
す
る
和

歌
山
県
の
女
性
刑
務
所
を
舞
台
と
し
た
作
品
で
あ
る
。 

　
私
は
、
こ
の
写
真
展
で
初
め
て
、
「
王
国 - Dom

ains

」
シ
リー
ズ
の

ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
作
品
を
間
近
に
見
た
。
一
見
静
か
な
佇
ま

い
の
作
品
群
な
の
だ
が
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
注
視
に
よ
り
、
真
空
状
態
に
お

け
る
吸
引
力
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
力
で
、
そ
の
写
真
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。 

　
奈
良
原
一
高
自
身
が
「Dom

ains 

と
は
精
神
の
領
域
を
指
す
」
と

語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
原
氏
が
こ
こ
で
写
し
撮
っ
て
い
る
の
は
、

「
沈
黙
の
園
」
で
は
信
仰
上
の
選
択
に
よ
り
〝
隔
離
さ
れ
た
領
域
〞
で
暮

ら
す
人
々
の
精
神
（
心
魂
）
の
動
き
や
気
配
で
あ
り
、
「
壁
の
中
」
は
法

律
上
の
強
制
に
よ
り
〝
隔
離
さ
れ
た
領
域
〞
で
暮
ら
す
人
々
の
精
神
（
心

魂
）
の
動
き
や
気
配
で
あ
る
。 

　
と
り
わ
け
、
信
仰
上
の
選
択
に
よ
り
〝
隔
離
さ
れ
た
領
域
〞
で
暮
ら
す

「
沈
黙
の
園
」
に
お
け
る
作
品
群
に
、
別
途
付
記
し
た
《
白
黒
写
真 - 

銀

を
撮
る
こ
と
》
で
触
れ
て
い
る
「
銀
の
光
」
の
世
界
を
感
受
し
た
。 

　
奈
良
原
氏
の
作
品
を
含
め
、
白
黒
写
真
を
集
め
た
作
品
集
が
数
多
く
出

版
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
あ
ま
り
私
は
見
る
こ
と
が
な
い
。
と
い
う
か
、

積
極
的
に
見
よ
う
と
い
う
気
に
な
れ
な
い
。
ど
う
も
、
出
版
さ
れ
て
い
る

写
真
集
だ
と
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
白
黒
写
真
で
も
、
私
が
期
待
す
る
よ
う
な

「
銀
の
光
」
が
見
え
る
よ
う
で
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。 

　
白
黒
写
真
に
関
す
る
最
近
の
印
刷
技
術
に
つ
い
て
は
不
明
な
私
だ
が
、

〝
生
〞
の
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
で
な
い
と
、
白
黒
写
真
の
持
つ

デ
ィ
テー

ル
や
テ
ク
ス
チ
ャー

を
見
る
こ
と
が
難
し
い
の
だ
。 

　
と
は
言
え
、
こ
の
奈
良
原
一
高
の
写
真
展
「
王
国 - Dom

ains

」
を
契

機
に
、
奈
良
原
氏
の
出
版
写
真
集
を
十
五
冊
ほ
ど
ま
と
め
て
見
た
（
こ
う

い
う
時
、
地
域
の
図
書
館
は
た
い
そ
う
有
り
難
い
存
在
）
。
や
は
り
、
印
刷
さ

1
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れ
た
白
黒
写
真
だ
と
な
か
な
か
本
来
の
デ
ィ
テー

ル
や
テ
ク
ス
チ
ャー

を

見
る
こ
と
は
難
し
い
。 

　
そ
れ
で
も
、
『
ス
ペ
イ
ン
・
偉
大
な
る
午
後
』
（
求
龍
堂
刊/1969

年
）
、
『
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
夜
』
（
岩
波
書
店
刊/1985

年
）
、
『Tokyo

、

the’50s

』
（
モー
ル
刊/1996

年/1950

年
代 

撮
影
）
な
ど
の
写
真
集
か
ら

は
、
心
象
と
し
て
か
な
り
伝
わ
る
も
の
が
あ
り
、
「
銀
の
光
」
を
感
受
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
写
真
集
が
私
好
み
の
対
象
を
捉

え
た
作
品
集
だ
と
い
う
こ
と
に
も
拠
る
と
思
う
が
、
や
は
り
奈
良
原
氏
の

撮
る
写
真
が
持
つ
力
な
の
だ
ろ
う
。 

　
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
は
楽
園
の
面
影
が
あ
る
。
楽
園
の
イ
メー

ジ
に
は

永
遠
の
生
と
永
遠
の
死
が
住
み
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
街
も
ま
た
、

生
き
る
歓
び
と
と
共
に
死
の
甘
美
な
気
配
が
そ
の
横
顔
を
彫
り
深
く
描
い

て
い
る
。
」 ̶

 

と
『
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
夜
』
に
奈
良
原
氏
が
記
し
て
い
る

が
、
私
の
言
う
白
黒
写
真
で
の
「
銀
の
光
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
楽
園
」

の
気
配
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
不
死
へ
と
繋
が
る
錬
金

術
的
な
表
象
な
の
か
も
と
想
う
。 

　
ま
た
今
回
の
写
真
展
で
は
、
奈
良
原
氏
の
「
人
間
の
土
地
」
（1954-

1957

年 

撮
影
）
シ
リー

ズ
と
「
ブ
ロー

ド
ウ
ェ
イ
」
（1973-1974

年 

撮

影
）
シ
リー

ズ
の
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
作
品
の
一
部
も
同
時
に

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
人
間
の
土
地
」
は
、
前
述
の
「
王
国 - 

Dom
ains

」
や
「
無
国
籍
地
」
（1954-1956

年 

撮
影
）
シ
リー

ズ
と
並
ん

で
、
畏
怖
と
共
に
私
の
心
魂
に
響
く
初
期
の
作
品
群
で
あ
る
。 

　
魚
眼
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
写
真
４
枚
か
ら
構
成
し
た
コ
ラー

ジ
ュ
作
品
集

の
「
ブ
ロー

ド
ウ
ェ
イ
」
シ
リー

ズ
は
、
私
に
は
写
真
技
法
的
な
面
が
目

に
つ
き
過
ぎ
て
、
写
真
表
現
そ
の
も
の
と
し
て
の
深
み
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
〝
写
真
技
法
の
過
剰
〞
の
結
果
と
も
言
え
る

心
象
の
希
薄
化
は
、
写
真
集
『H

EAVEN
 [

天] 

』
（
ク
レ
オ
刊/2002

年
）

に
も
同
様
に
感
じ
て
し
ま
う
。 

̶
2015.2.12 

記
（2020.2. 

修
正
）̶

 

　
《
写
真
集
か
ら
来
る
べ
き
書
物
へ
》 

　
絵
画
作
品
や
工
芸
作
品
と
同
様
、
印
刷
さ
れ
た
市
販
の
〝
写
真
集
〞
に

お
け
る
白
黒
写
真
は
、
や
は
り
コ
ピー

と
し
て
の
作
品
で
あ
っ
て
、
撮
影

者
自
身
が
現
像
し
た
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
に
代
替
え
可
能
な
作

品
と
は
成
り
得
な
い
だ
ろ
う
。 
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従
っ
て
、
そ
の
〝
写
真
集
〞
と
し
て
の
可
能
性
は
、
撮
影
者
自
身
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
の
再
現
性
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
一
冊
の
〝
書
物
〞
へ
と
生
成
す
る
〝
写
真
集
〞
と
し
て
編
集
・

造
本
す
る
こ
と
に
求
め
る
べ
き
な
の
だ
。 

　
先
に
《
写
真
展
「
王
国 - Dom

ains

」
に
寄
せ
て
》
で
触
れ
た
奈
良
原

一
高
の
〝
写
真
集
〞
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
一
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

く
造
本
を
意
図
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。 

　
奈
良
原
氏
の
そ
の
よ
う
な
〝
書
物
〞
作
り
の
出
発
点
と
し
て ̶

 

無
名

時
代
の
池
田
満
寿
夫
に
よ
る
詩
、
新
人
画
家
で
あ
っ
た
真
鍋
博
に
よ
る

エ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
し
て
、
「
人
間
の
土
地
」
シ
リー

ズ
の
個
展
を
開
催
し

て
注
目
を
集
め
た
当
時
二
十
四
歳
の
奈
良
原
氏
に
よ
る
扉
写
真 ̶

 

と
い

う
三
人
の collaboration

（
共
同
）
か
ら
な
る
小
さ
な
詩
画
集
の
作
成

（
限
定12

部/ 1956

年
）
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

　
後
に
奈
良
原
氏
が
記
す ̶
 

「
僕
は
写
真
は
映
像
の
詩
で
あ
り
、
詩
集

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
本
を
作
っ
て
い
く
の
が
願
い
で
も
あ
っ
た
。50

年
代
で
は

無
理
で
あ
っ
た
こ
の
願
い
は
や
っ
と60

年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
実
現
し
だ

し
た
。
」
〔
『
日
本
の
写
真
家 31 

奈
良
原
一
高
』
（
岩
波
書
店
刊/1997

年
）

よ
り
〕 ̶
 

と
の
言
葉
は
、
彼
が
求
め
続
け
る
〝
写
真
と
書
物
〞
に
お
け

る
詩
的 - 

イ
マー

ジ
ュ
（
＝
詩
情/poery

）
を
示
唆
す
る
。 

　
白
黒
写
真
集
４
巻
と
合
わ
せ
て
、
塩
野
七
生
「
聖
マ
ル
コ
広
場
で
の
断

想
」/

陣
内
秀
信
「
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
形
成
史
」/

奈
良
原
一
高
「
夜
と

光
の
ノー

ト
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
納
め
た
１
冊
の
補
遺
か
ら
な
る
『
光

の
回
廊̶

サ
ン
・
マ
ル
コ
』
（
ウ
ナ
ッ
ク
ト
ウ
キ
ョ
ウ
刊/1981

年
）
は
、
杉

浦
康
平
に
よ
る
造
本
も
加
味
し
て
、
限
定350

部 

の
〝
レ
イ
ン
ボー

・
ホ

ロ
グ
ラ
ム
〞
付
の
重
厚
な
箱
入
の
〝
書
物
〞
と
な
っ
て
目
を
引
く
も
の
で

あ
る
。 

　
し
か
し
、
こ
の
『
光
の
回
廊-

サ
ン
・
マ
ル
コ
』
に
お
け
る
奈
良
原/

塩

野/

陣
内
の
３
氏
に
よ
る
写
真
作
品
と
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秀
逸

性
は
あ
る
に
し
て
も
、
別
個
の
作
品
と
し
て
孤
立
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
イ

マー

ジ
ュ
が
交
錯
し
合
い
心
魂
が
響
き
合
う
詩
的 - collaboration

 

は

感
受
で
き
な
か
っ
た
。 

　
総
じ
て
、
所
有
と
し
て
の
〝
書
物
〞
へ
の
愛
着
に
傾
い
た
編
集
・
造
本

で —
 

よ
く
あ
る
タ
イ
プ
の
市
販
本
の
作
り
方 —

 

私
が
期
待
と
共
に
夢
想
す

る
来
る
べ
き
〝
書
物
〞
の
あ
り
方
で
は
な
い
。 

　
一
方
、
『M

ARCEL DUCH
AM
P LARGE GLASS with 

SH
UZO

 TAKIGUCH
I CIGAR BOX

』
（
み
す
ず
書
房
刊/1992

年
）
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は
、
白
黒
で
は
な
く
て
カ
ラー

に
よ
る
作
品
集
で
あ
る
が
、
瀧
口
修
造
の

メ
モ
書
き
紙
片
と
奈
良
原
一
高
の
写
真
作
品
が
詩
的 - collaboration

と
し
て
、
一
冊
の
〝
書
物
〞
の
形
を
為
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
へ
と
見
事
に
結
晶

化
し
て
い
る
。 

　
こ
の
〝
書
物
〞
の
主
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
生
前
の
瀧
口
修
造
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
、
奈
良
原
氏
が
撮
影
し
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
「
大
ガ
ラ
ス
」

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
収
蔵
）
の
カ
ラー

写
真
と
共
に
、
瀧
口
氏

が
「
シ
ガー

ボ
ッ
ク
ス
」
に
残
し
た
「
大
ガ
ラ
ス
」
に
関
す
る
メ
モ
書
き

の
撮
影
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
こ
の
『M

ARCEL DUCH
AM
P LARGE GLASS with SH

UZO
 

TAKIGUCH
I CIGAR BOX

』
は
、
「
大
ガ
ラ
ス
」
と
称
さ
れ
る
マ
ル

セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
（M

arcel D
ucham

p/1887-1968/
フ
ラ
ン
ス
出
身
）
の

作
品
「 La M

ariée m
ise à nu par ses célibataires, m

êm
e.

」 
—

 

通
常
、
「
彼
女
の
独
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
裸
に
さ
れ
た
花
嫁
、
さ
え
も
」
と

訳
さ
れ
る
が
誤
訳
と
の
指
摘
も
あ
る —

 

を
結
び
の
縁
と
し
て
、
デ
ュ
シ
ャ

ン/

瀧
口
修
造/

奈
良
原
一
高
の
イ
マー

ジ
ュ
が
響
き
合
う
こ
と
で
、
瀧
口

氏
が
そ
の
メ
モ
書
き
に
「
一
種
異
様
な
迫
力
」
「
ガ
ラ
ス
の
向
う
に
あ
る

も
の
を
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
見
て
い
る
・
・
い
わ
ば
イ
リ
ュー

ジ
ョ
ン

か
？
」
と
記
し
た
ご
と
く
、
「
大
ガ
ラ
ス
」
の
偶
然
の
ひ
び
割
れ
（
搬
送

中
の
事
故
に
よ
る
も
の
）
と
い
う
物
質
的
天
啓
を
孕
ん
だ
ひ
と
つ
の
オ
ブ

ジ
ェ
と
し
て
の
〝
書
物
〞
と
な
っ
て
い
る
。 

　
造
本
上
も
っ
と
工
夫
が
為
さ
れ
れ
ば
、
別
途
、
瀧
口
修
造
に
関
し
て

《collaboration, hom
m
age, critique

》
で
触
れ
た
『
加
納
光
於

〈
稲
妻
捕
り
〉Elem

ents

　
瀧
口
修
造
〈
稲
妻
捕
り
〉
と
と
も
に
』
に

記
載
さ
れ
た
「
本
の
な
か
に
本
は
無
く
　
本
の
そ
と
に
本
は
無
い
」
と
い

う
瀧
口
修
造
の
メ
モ
書
き
の
ご
と
く ̶

 

〈
も
の
〉
と
し
て
の
オ
ブ
ジ
ェ

で
あ
る
書
物
〞
自
体
さ
え
も
、
イ
リ
ュー

ジ
ョ
ン
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
へ
と
異

化
（
＝
不
可
視
化
）
す
る ̶

 

来
る
べ
き
〝
書
物
〞
の
元
型
と
な
り
得
た
か

も
し
れ
な
い
。 

̶
2015.2.15 

記
（2020.2. 

修
正
）̶

 

 

　
《
付
記
と
し
て
〜
白
黒
写
真 - 

銀
を
撮
る
こ
と
》 

　
プ
ロ
フ
ィー

ル
的
な
写
真
撮
影
は
別
と
し
て
、
私
の
撮
る
写
真
は
基
本

的
に
白
黒
で
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
り
納
得
が
い
く
写
真
は
、
白
黒
フ
ィ
ル

ム
に
よ
る
銀
塩
写
真
を
自
分
の
手
で
バ
ラ
イ
タ
紙
に
暗
室
現
像
し
た
ゼ
ラ

4
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チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
の
写
真
が
容
易
に
撮
れ
て

し
ま
う
高
性
能
デ
ジ
カ
メ
に
よ
る
カ
ラー

写
真
は
、
私
に
は
安
易
な
〝
画

像
〞
作
品
に
思
わ
れ
て
面
白
く
な
い
の
だ
。 

　
デ
ジ
カ
メ
に
よ
る
撮
影
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
現
像
作
業
そ
の
も
の
が
安
易

と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
無
機
的
な
カ
ラー

画
像

が
私
の
感
受
性
に
は
響
い
て
こ
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
ル

ド
ン
（O

dilon R
edon/1840-1916/

フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ドー

出
身
）
や
駒
井

哲
郎
（1920-1976

）
が
描
く
黒
の
版
画
作
品
と
の
出
会
い
が
私
に
与
え
た

影
響
の
よ
う
で
あ
る
。 

　
ル
ド
ン
の
作
品 

「
聖
ア
ン
ト
ワー

ヌ
の
誘
惑
」
に
つ
い
て
、
象
徴
派

詩
人
の
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
（S

téphane M
allarm

é/1842-1898/

フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
出
身
）
は ̶

 

「
緋
の
よ
う
な
堂
々
と
た
る
黒
」
「
少
し
も

蒼
白
さ
の
な
い
白
」 ̶

 

と
書
い
た
そ
う
だ
が
、
今
の
私
が
白
黒
の
フ
ィ

ル
ム
写
真
で
見
て
み
た
い
し
、
且
つ
、
撮
っ
て
み
た
い
と
夢
想
す
る
の
は

「
銀
の
光
」
だ
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
は
幻
想
で
あ
り
妄
想
に
近
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が…
…

。
銀
塩
写
真
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化

銀
を
感
光
乳
剤
と
し
て
使
用
す
る
フ
ィ
ル
ム
現
像
（
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
）
の
化
学
的
原
理
を
考
え
れ
ば
、
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
だ
と

勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る
。 

　
と
は
言
え
、
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
な
ら
ば
、
総
じ
て
「
銀
の

光
」
が
見
え
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
銀
の
光
」
と
は ̶

 

撮

影
者
の
意
志
的
愛
着
と
し
て
の
凝
視
、
撮
影
対
象
の
宇
宙
的
恩
寵
と
し
て

の
開
示
、
そ
し
て
、
鑑
賞
者
の
創
造
的
同
化
と
し
て
の
眼
差
し ̶

 

こ
れ

ら
が
交
錯
し
循
環
す
る
中
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
心
象
と
し
て
結
晶
化

す
る
も
の
な
の
だ
か
ら
。 

　
ほ
ん
の
と
き
た
ま
、
自
分
が
撮
っ
た
白
黒
の
フ
ィ
ル
ム
写
真
の
中
で

も
、
「
銀
の
光
」
を
感
受
す
る
作
品
に
出
会
う
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
。

こ
の
一
瞬
の
邂
逅
こ
そ
、
私
が
白
黒
写
真
を
撮
る
根
拠
で
あ
り
、
私
の
至

福
で
あ
る
。
プ
ロ
フ
ィー

ル
的
な
写
真
も
撮
る
関
係
で
、
今
の
私
は
デ
ジ

カ
メ
と
銀
塩
カ
メ
ラ
を
併
用
し
て
い
る
が
、
や
は
り
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
写

真
を
撮
る
と
き
は
銀
塩
カ
メ
ラ
に
持
ち
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

　
最
近
、
「
デ
ジ
タ
ル
・
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
」 —

 

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
透
明
な
デ
ジ
タ
ル
ネ
ガ
シー

ト
に
明
暗
と
左
右
を
反
転
し
て

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
暗
室
作
業
に
よ
り
ゼ
ラ
チ
ン
シ
ル
バー

プ
リ
ン
ト
を
現
像

す
る
技
法 —

 

も
試
み
始
め
て
い
る
が
、
今
の
所
、
納
得
で
き
る
作
品
は
仕

上
が
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
〝
フ
ィ
ル
ム
〞
と
〝
デ
ジ
タ
ル
〞
の
原
理

的
相
違
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
そ
う
易
々
と
で
き
な
い
よ
う
だ
。 

̶
2015.1.18 

記
（2020.2. 

修
正
）̶
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